
 

 

 

 温室効果ガス排出量の削減目標 

2020年度までに温室効果ガス排出量を 2013年度比 16％以上削減する。 

 省エネルギーの取組目標 

2020年度までにエネルギー原単位を 2013年度比７％以上削減する。 

 水道使用量の削減目標 

2020年度までに水道使用量を 2013年度比７％以上削減する。 

 グリーン購入の取組目標 

調達方針を毎年定め、環境物品等の調達を推進する。 

 

 

 

 

 

◆温室効果ガス排出量は、基準年度比で約 6.4％増加、昨年度比で約 7.8％増加となり、目標は達成でき

ませんでした。増加になった要因として令和元年東日本台風の浸水被害による公共の災害廃棄物焼却

が挙げられます。台風の影響で増加したエネルギー使用量を除いた場合は、基準年度比で約 9.1％減少、

昨年度比で約 1.3％減少となり、目標達成には至りませんでしたが、今後においても、公共施設の LED

化や省エネ等の取り組みを継続していくことが重要です。 

◆エネルギー原単位については、基準年度比ですべての項目で 7.0％以上削減となり、目標を達成してい

ます。 

◆水道使用量については、目標を達成しています。大幅な減少は、新型コロナウイルス感染症や令和３

年２月に発生した福島県沖地震による施設の閉館に起因していることから、今後においても、取り組

みを継続していくことが必要です。 

◆グリーン購入調達方針については、毎年方針を策定し、グリーン購入を推進していることから、引き

続き取り組みを続けていくことが必要です。 

３ 分析（目標未達成の要因等）と対策について 

２ 令和２年（2020年）度の実績 

１ 第五次環境にやさしい郡山市率先行動計画の概要（2018（平成 30）年 3月策定） 

第五次環境にやさしい郡山市率先行動計画 実績報告 

資料４ 



環境部環境政策課 

【温室効果ガス排出量の年次推移】 

 

 

【種類別温室効果ガス排出量の年次推移】 

 



環境部環境政策課 

参考 ※令和元年東日本台風の影響を除いた場合 

    2019年度、2020年度の非エネルギー起源 CO2を 2018年度の値で算定 

【温室効果ガス排出量の年次推移】 

 

 

【種類別温室効果ガス排出量の年次推移】 

 


